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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

さいたま市では、将来にわたり子どもたちが、地域

の中で、自分の興味・関心に応じてスポーツや文

化活動を楽しむために、「さいたま市地域スポーツ・

文化クラブ活動体制整備事業」を推進している。

●本市の現状

学校部活動以外で活動している生徒が増加傾

向にあります。また、全市的に行った「新しい部活

動の在り方に関するアンケート調査」では、希望し

た種目を担当していない教員が全体の約3割を程

度であった。また、教育委員会が配置している「部

活動指導員」の数は、年々増加しており、今後も

増加していくことが想定される状況である。

さらに、ここ数年、運動部活動数や部活動参加

生徒の人数の減少により、近隣の中学校との合同

チームで大会に出場する学校が、増加傾向にあり、

特に野球、サッカー、ソフトボールの種目において増

加傾向にある。

●本市の課題

本市の学校部活動に設置している種目は、運

動部19種目、文化部32種目あるが、これらの種

目が必ずしも子どものニーズに対応できていないた

め、土日の地域スポーツ・文化クラブの環境を構築

していくことにより、子どものニーズに応じて取り組め

る地域クラブを創出する必要がある。

令和６年度は、モデル校3校において、土日に

活動する全ての部活動を地域移行することを目指

し、指導者を外部の統括団体からの派遣により運

営するモデル事業を実施した。

地域移行に伴い、指導者の派遣等の運営管理

全般を担う受け皿となる運営団体の立ち上げが必

要であることから、さいたま市という大きな規模の統

括団体を、どこが担い、どのように持続的に運営し

ていくかが課題である。

そして、これらを運営していくには、多くの財源が

必要となるため、部活動地域移行に係る費用につ

いては、運営経費や指導者への謝金等が新たに

必要となり、その財源確保は、大きな課題である。

これまで学校教育の中で部活動が培ってきた

教育的意義や教育的価値を、いかに地域クラブに

おいても継承・発展させていけるかどうか。また、学

校においては、これまで部活動の果たしてきた教育

的効果を教育課程の中でいかに補っていくのかどう

かが、大きな課題である。

面積 217.43 k㎡

人口 1,350,047 人

公立中学校数 58 校

公立中学校生徒数 32,173 人

部活動数 851 部活

市区町村の協議

会・検討会議等

の設置状況

設置済

市区町村の推進計

画・ガイドライン等の

策定状況

策定中
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・教育課程指導課…休日部活動の地域展開、学校との調整・連携に関する事項について

◉首長部局

・スポーツ振興課…中学生の地域スポーツ活動の環境整備

・財政課…予算措置

令和６年５月
検証事業①の開始
指導員研修会の開催
指導員の派遣

令和６年６月
指導員の派遣
モデル校ヒアリング

令和６年７月
指導員の派遣
指導員ヒアリング

令和６年８月
検証事業②の開始
指導員研修会の開催
指導員の派遣

令和６年９月
指導員の派遣
モデル校ヒアリング

令和６年10月
指導員の派遣
指導員ヒアリング

令和６年11.12月
指導者の派遣
自立をはぐくむ研修

令和７年1月
指導者の派遣
野球教室

令和７年2.3月
指導者の派遣
協議会の開催

統括団体単独型
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 3 校 実施した地域クラブ総数 運動部39部活（18種目）

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 39 部活

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） なし

全体の指導者数 73 人 全体の運営スタッフ数 4人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
実施
回数

実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

片柳中
10部活

民間事
業者

サッカー、男女ソフトテニス、
男女卓球、陸上、男女バド
ミントン、男女バスケットボー
ル、

毎月
４回

程度
休日

１年62名
２年60名
３年77名
合計199名

2024年
５月～
2025年
３月

片柳中 16 人
2 人
（内、兼務１

人）
なし

中体連：部
活動

柏陽中
13部活

民間事
業者

野球、サッカー、陸上、男女
ソフトテニス、男女卓球、男

女バレーボール、男女バドミ
ントン、男女バスケットボー
ル、

毎月
４回
程度

休日

１年70名
２年83名
３年67名
合計220名

2024年
５月～
2025年
３月

柏陽中 22 人
２ 人
（内、兼務１
人）

なし
中体連：部
活動

美園南中
1６部活

民間事
業者

野球、サッカー、男女陸上、
男女ソフトテニス、男女卓
球、男子バレーボール、男
女バドミントン、男女バス
ケットボール、男女ハンド
ボール、ソフトボール、男女
剣道

毎月
４回
程度

休日

１年187名
２年182名
３年183名
合計552名

2024年
５月～
2025年
３月

美園南中 35 人
２ 人
（内、兼務１
人）

なし
中体連：部
活動

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●野球教室（地元さいたま市日本通運野球部主催） ● 岩槻区内６校を集めた卓球部強化試合
●美園南中剣道部生徒への自立に向けた講習会 ●確定申告講習会
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取組内容

2.実証内容と成果

【統括団体（Fountain）と指

導者での取組】

⚫ 労務管理には【ジョブカン】とい

う専用アプリを利用

⚫ 連絡体制は、Slackを利用

⚫ 業務委託契約書を電子契

約にした。

⚫ 【ジョブカン】で指導者が携帯電話からボタン一つで簡単に、労

務管理、日報/月報の記載ができるので、提出物を出す必要

がなく、指導者から好評であった。

⚫ Slackを使用し、LINE等の個人情報を取得せずに連絡を取

れるので、指導者から好評であった。

⚫ 電子契約もスマホ一つでできるので、管理者、指導者ともに非

常に楽に契約ができた。

●地域スポーツ活動体制整備事業 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

学校統括責任者の具体的な動きの実績

⚫ 現場の監視

⚫ 指導者とのコミュニケーション

⚫ 学校との連絡調整

⚫ 保険対応

事業の規模が拡大し、指導者の人数が増えていった場合、こういった指

導者も簡単に操作できて、管理側もデータとして容易まとめることができる

システムの運用は不可欠である。今回の【ジョブカン】も使い勝手の面で、

改良の余地があるので、さらに利便性の高いシステム構築を目指す。

36%

36%

16%

12%

土、日の活動における顧問以外の指導者と

の連絡調整はスムーズに行えましたか？

スムーズに行えた

問題なく行えた

スムーズに行えない時があった

全く行えなかった

Slack画面

ジョブカン画面

電子契約画面

R６年度アンケート結果（教員向け）

⚫ 勤怠管理および月報の作成

⚫ 日報および月報の作成
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取組内容

2.実証内容と成果

【質の保証】

従来から、さいたま市が手掛けている

”コーチング指導”を継続的に実施

【量の確保】

さいたま市内の関係団体への協力体制の

構築

コーチング指導の研修を体系的に実施した結果、指導者から考え

方が変わり、指導の質が上がったという意見があった。また、量の確保

をするために各団体に地道に声掛けを実施し、スポーツ・文化団体、

各競技連盟、保護者、現指導者からのご紹介等で18名の指導者

（教員、部活動指導員以外）を集めることができた。

質の保証については、従来からの”コーチング指導”の研修を体系化

し、より充実させて継続していくことが望ましい。一方で、量の確保につ

いては、関係団体の協力体制は築けたので、次年度以降も継続し、

また市内全域に拡大していく場合は、人材バンクを設置するなどの、

大規模な仕組み作りが必要と考える。

73名

●地域スポーツ活動体制整備事業 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

取組の成果

指導者の人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

野球、サッカー、男女陸上、男女ソフ

トテニス、男女卓球、男女バレーボー

ル、男女バドミントン、男女バスケット

ボール、男女ハンドボール、ソフトボー

ル、男女剣道

種目登録者属性

⚫ 教員（兼職兼業）49名

⚫ 部活動指導員 6名

⚫ 一般指導者 18名
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取組内容

2.実証内容と成果

●地域スポーツ活動体制整備事業 ウ：関係団体・分野との連携強化

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

取組事項（ウ）

取組の成果（ウ）

・統括団体（Fountain）が市スポーツ協会等と連携し、指導者を確保した。

・市の関係団体及びステークホルダーに声をかけて協議会を実施した。

・学校と連携して進めていくため、中学校長会やPTAの会合等において、本市の取組及び今後の見通し等の説明を実施。

・統括団体と市スポ協の連携により、市内の競技団体や連盟への連絡、指導者派遣要請をスムーズに行うことができた。

・市スポーツ協会所属団体から指導者を数名確保することができた。また、統括団体から日々の問題や課題を市教委や関係者へ共有し、意見交流が

図れた。

関係団体（市教委、統括団体、市スポ協、プロスポーツ組織団体、人材派遣会社等）の連携強化を図り、研究協議会等で検討を進めていく。

・指導者、受け皿となる団体、予算の確保・・・継続的な指導者の確保のために、地域団体の連携と育成が課題である。

・指導者の指導力の担保と責任の所在の明確化・・・今後さらに規模が拡大していくと、指導者が増加し、指導者の指導力の担保が必要になる。部活

動の質が低下しないようにすることが課題となり、また、指導中の事故やトラブル発生時の責任が曖昧にしない体制を構築することで、指導者の質を確

保する必要がある。

・学校の施設管理、事故やトラブル発生時の責任の所在の明確化・・・活動時の施設の責任が明確になっていないと、事故発生時の対応が遅れる可能

性がある。責任所在の曖昧さは、関係者間の摩擦を引き起こす可能性がある。
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取組内容

2.実証内容と成果

●地域スポーツ活動体制整備事業 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

【日本通運野球部による野球教室】

⚫ 地元さいたま市で活動をしている日本

通運野球部選手による野球教室の

実施

参加人数 40 人 指導者数 3人

属性
日本通運野球部による野球教室
参加部：柏陽中野球部、美園南中野球部、美園南中ソフトボール部

具体的な内容
2025年1月13日（祝・月）に日本通運野球部現役選手３名が、美園南中学校グラウンドに
来て頂き、野球教室を実施。アップ、キャッチボール、守備練習、バッティングを生徒たちに教えた。

生徒の声
⚫ 普段、社会人野球の選手に教わることはないので、とても楽しく、また技術的にも良い話が聞
けた

関係者の声
⚫ 少子化が進み、また子どもたちの運動能力が年々低下している傾向にある昨今で、こういった
専門性が高い方に教わる機会を得ることで、子どもたちのモチベーションアップや、その競技を
やってみる（継続する）きっかけになるので、こういった取り組みはぜひ各地でやってほしい

運営経費
０円
※統括団体（Fountain）代表の米田が、埼玉県野球協会常務理事を務めている関係で実
現し、経費は無料で実施。

活動の詳細

毎日新聞さいたま版に掲載

（2025年1月14日）
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取組内容

2.実証内容と成果

●地域スポーツ活動体制整備事業 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

【生徒たちの自立を育む講習会】美園南中剣道部へ自立を育む講習を実施

参加人数 25人 指導者数 2人

属性 統括団体（Fountain）の２名の講師による生徒たちの自立を育む講習

具体的な内容 2024年12月22日（日）に生徒たちの自立を育む為に、【問題解決手法】および【目標設定】について約２時間、講習を実施

運営経費
０円
※統括団体ファウンテンの理念に、子どもたちの自立を育むこともあり、実施。

活動の詳細

生徒たち全員の感想文を書いた文集を頂き、全員から良かったという声を頂いた。

※下記は感想の一部を紹介



10

総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価

●総括 ●今後に向けて

①指導者の質や量の確保については、現在のモデル校３校では、兼職兼業を希
望する教員が７割近いため、統括団体の指導者確保の負担が小さいことから、
兼職兼業を希望する教員が少ない学校で実証研究を進める必要がある。

②複数の統括団体での検証について、本市の規模の場合、複数の統括団体で
運営することが想定されるため、統括団体ごとの指導者の質、運営方法や運営
費の差など、統括団体間の違いを検証する必要がある。

③合同部活動や拠点校部活動の実施検証については、合同部活動や拠点校
部活動を実施する際の運営のあり方や生徒の活動の質の変化について検証する
必要がある。

④平日と土日の連携について、平日も含めた部活動地域移行とならない限りは、
土日と平日の指導者の違いにより、様々な問題が生ずる。
（例）怪我の問題、いじめの問題、体罰・暴言等不適切な指導などの問題等

⑤受益者負担のあり方の検討について、運営資金の確保や費用負担の考え方の
整理（受益者負担額や受益者負担の仕組みづくり）の検討が必要になってく
る。

⑥方針や計画、進捗状況の情報提供が、保護者や地域、各学校に対して出来
ていない。

さいたま市という大きな規模の統括団体を、どこが担い、どのように持

続的に運営していくかが課題である。今後、モデル校を増加していく上

で、全市展開に当たり市内の地域状況の違いから生じる課題もある。

・【郊外部】生徒数の減少に伴い、部活動を維持することが困難に

なってきており、合同部活動の増加、休部や廃部の検討の必要性が

出てきている。

・【都市部】生徒数が増加している学校もあり、単独での部活動の実

施は 可能だが、部活動の数が多いため、地域移行に伴う指導者や

活動場所の確保などが課題である。

・保護者の59%は、本事業についてお子さんの活動は「充実している
と思う」、「どちらかというと充実していると思う」と回答した。

・本事業のメリット、デメリットについて、メリットは「専門的な指導が受
けられる」、「教員の負担軽減につながる」という声が多く、デメリットとし
ては「指導者の資質についての不安」、 「平日と土日の指導が分か
れていることへの調整が必要」、「部活動の地域移行の今後の方向
性等について説明が必要」 という回答があった。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

生徒

専門的な知識や、練習内容を効果的なものにしてくれて、とても良
い活動になった。ずっと続いてほしい。

生徒

顧問の先生とは違ったやり方がわかってよかった。

教員

良い取組である。課題として、次の点が挙げられる。各部、教員と地域指導

者両方いることが望ましい。また、それぞれ複数いるとより良い。指導よりも大会

運営、審判業務、試合日程調整等が負担に感じている。そこを担ってくれる

人がいると嬉しい。保護者としては引率や会計業務を担ってくれるとありがたい

とのことである。

教員

外部指導者が問題を起こしてしまった場合、結局学校に問題が持ち込ま

れてしまい、負担が増えることが予想される。そのため、外部指導者の資

格・事前研修が必須だと思う。また、外部で起きたことを学校と線引きでき

るようにすべきだと思う。

29%

20%22%

12%

17%

本事業は教員の負担軽減につながりましたか？

（教員向け）

そう思う

どちらかというとそう思う

どちらかというとそう思わない

そう思わない

わからない

53%

21%

2%

2%

22%

顧問の先生以外の指導者の指導は、いかがでしたか？

（生徒向け）

よいと思う

どちらかというとよいと思う

どちらかというとよいと思わない

よいとは思わない

わからない

教員

教員をしながら部活動指導員として今年度兼職兼業をして、別途で給与

＋交通費が出るということで金銭的な負担感は軽減した。今後も今年度

のような取り組みが全市に広がっていくと良いと思う。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【さいたま市岩槻区内６校を集めた卓球部強化試合】 【確定申告講習会】

【柏陽中陸上部】 【事前研修（AED実践）】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性
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